
令和3年3月9日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活用
した。

３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織
的な対応をしなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

１：

60%
未
満

Ｄ
学校図書館の活性化を図るとともに読書活
動を推進する。

4

4

・ICT機器を活用した授
業が定着してきた。今後
も生徒の学ぶ意欲を育
てる授業を展開する。
・コミュニケーションの基
本としての挨拶につい
て、全校体制で指導をし
てきたため改善が見ら
れており、保護者の評
価にも変化が出はじめ
た。今後は生徒の自主
的・自発的な取組みを
大切にし、指導を継続し
ていく。
・体力向上については、
感染症対策等を考慮し
て計画段階で工夫を凝
らし、全校体制で取り組
んでいく。

Ａ 9

・学校公開授業に参加させていただいている中で、タブレットや
電子黒板などのICT機器を工夫して授業で活用されていると感
じます。
・ICT機器を活用している授業を拝見していて素晴らしいと感じ
ました。一番難しいのは生徒の自主的・自発的な取組をさせて
いくことだと感じています。どうぞよろしくお願いいたします。
・人と人とのコミュニケーションの取りにくい時代、人間性の向上
は難しい問題だと思います。以前に比べると挨拶をする生徒は
ふえていると感じますが、今年度はコロナの影響からやや減っ
た印象を持っています。
・ICT機器の活用により、学ぶ意欲を高める授業を期待していま
す。コミュニケーションの基本の挨拶については、学校訪問時に
元気に挨拶をしてくれる生徒さんが多く、ご指導の成果が出てい
ると感じます。このため、自己評価は適切であると考えます。
・挨拶について学校全体で取り組んでこられた成果が出てきて
良かったと思う。ICT機器を積極的に活用されている様子は日々
の授業で見受けられるので、今後の有効活用に期待する。
・ICT機器と手作り教材を組み合わせてとても興味深い授業が
行われていました。
・コロナ禍の中対面会話の制限などコミニュケーション能力を醸
成するには苦労も多いと思いますが、色々工夫して取り組んで
いるのは評価したい。
・各教科にてICT機器が効果的に使われている。今後のタブレッ
トの活用も生徒の学力向上に繋げていただきたい。
・4月５月に自宅でできる「運動プロジェクト」  として生徒に配付
された資料は写真と説明にて分かり易く紹介されている。体力
づくりの取組を評価します。体力向上により精神的にも強くなる
ようです。
・授業観察の際、ICT機器を活用されている姿をたくさん拝見し
ました。日常的に使っていることがうかがえました。朝、本校の
卒業生で石川台中に進学した生徒達に会うと、さわやかなあい
さつが返ってきます。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

3
３：

70%
以
上

Ｂ 1

Ｃ

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計
画を作成し、計画に基づいた体育指導や
「一校一取組」運動や「一学級一実践」運動
を実践する。

3

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化にし
なやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

4

生徒、保護者
アンケートによ
るあいさつ・対
人関係項目に
肯定的な回答

の割合

４：

85%
以
上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣ
Ｔ機器を活用した授業を実施する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

4

3

・定期的に会議を開くこと
により情報交換が密にな
り、問題行動や不登校問
題に組織的に対応し、関
係機関とも連携をとること
ができた。
・生活指導主任を中心に
楽しい学校生活を送るた
めのアンケート(Q-U)及び
学校生活調査の結果を分
析し、事象の未然防止・早
期発見・早期解決を図る
ために組織的に取り組む
ことができた。
・道徳教育についての研
修をさらに深め、様々な資
料を活用した授業を展開
する等、道徳指導の充実
を図る。

4

4

3

・今年度は区や都の主催
する研究発表会に開催方
法の変更や中止が多かっ
たが、できる範囲で参加し
てきた。
・校外の研修で得た内容
を校内で共有する方法を
再検討するとともに時間
を有効に使って自己研鑽
を積む。
・ICT機器を活用した授業
を展開できた。今後は生
徒用タブレットの有効活用
を図る必要がある。
・校内委員会を毎週行
い、特別支援教育を推進
した。
・特別補助員の配置時間
増が望まれる。

３：

70%
以
上

２：

60%
以
上

１：

60%
未
満

4

4

3

4

4

4

4

１：

60%
未満

・不登校やいじめなどの問題に積極的に対応されていることを
地域連絡協議会等で感じております。
・なかなか不登校生徒がいなくなりません、無論、学校の問題で
はなく家庭的な問題が一番大きい問題だと感じています。しか
し、生徒にはなかなか分かってもらえません。沢山の方の力が
必要だと感じています。
・保護者との連絡関係についてはバランスがとれていると思いま
す。しかし思いを口に出さない保護者が多数いることも事実で
す。　　道徳の授業は素晴らしいと感じています。しかし、そんな
中でイジメ(石川台中では聞きませんが)や不登校の問題が全国
的になくならないことが不思議です。
・問題行動や不登校に組織的に対応し、生徒一人一人の正義
感や自己肯定感、自己有用感を高めるため、道徳教育の充実
を図り、豊かな心を育まれていると思います。自校の評価は適
切であると考えます。
・今年度は特にコミニュケーション能力を高める活動ができな
かったと思うが次世代を担う子供たちに相手を思う豊かな心を
培ってもらいたいので更に、道徳の授業には力をいれてもらい
たい。　　　　　・休みがちな生徒にも手厚いサポートをして支え
ていると思います。
・不登校生徒など学校生活に適応できない生徒へのきめ細かい
対応など評価したい。
・不登校問題に熱心に対応されていると思う。地域としても心を
寄せて連携してまいりたい。
・保護者にも寄り添うことことが必要になると思われるので、学
校・家庭・関係機関・地域の連携を深めていく事が大切だと思
う。
・道徳教育の充実を図り、自分の考えや行動はどうあるべきか
を学び、自分を信じて肯定できる人に育てていただきたい。
・学校便りにより、生徒の様子がうかがえます。

・コロナ禍での制約がある状況で、体育祭を実施していくことの
ご苦労を推察いたします。
・校庭等で体育授業を時々拝見いたします。
・体力を養う事はとても大切です。運動習慣を身に付けるために
は、その生徒に合うスポーツが大切だと感じます。いろいろな運
動を経験させてください。
・最大限の努力をしていただいていると思います。
・体力向上に向けた健康教育や運動習慣の向上により、スポー
ツを楽しみ、親しむ心の育成や体力の向上が図られていると思
います。自校の評価は適切であると考えます。
・体を作るのに一番大事な時期です。授業のみならず個々にお
ける運動習慣を身に付ける指導をお願いしたい。
・HP「休業中運動プロジェクト」を公開し、生徒が学校といつもつ
ながっていると安心感が持てるよう工夫されていました。
・コロナ禍の中工夫を凝らした体力増進策を練っていること期待
しています。
・コロナ禍で体育祭が無事に開催されたことは、生徒たちにとっ
て貴重な体験ができたと思う。
・体育祭での生徒代表の選手宣誓の言葉から、先生方のの支
えや、仲間の思いやりに気づき、感謝する気持ちを持てたことが
分かり、大成功の体育祭だったと思う。

・コロナ禍で、発表会、研修などの機会がこれまでのように設け
られないなか、先生方が日々工夫されながら授業に取り組まれ
ているといつも感じております。
・昼休みに石川台中の周りを犬の散歩で通ります。男子は外で
元気よく遊んでいるのですが、女子の姿はあまり見ません。教
室で楽しく遊んでいるのでしょうか?
・区や都の会議等は地域や学校行事等の中止状況と比べて活
発に行われている印象です。逆にそのおかげで地域や学校行
事を減らすことができたのかとも思います。
・校外の研修で得た内容を校内で共用し、指導力のさらなる向
上に繋げていただきたいと思います。特にICT機器についての
取組も期待しています。自己評価は適切であると考えます。
・評価点が低かったのはコロナ禍において思うような活動ができ
ず達成感が得られなかったのではと思うが生徒用のタブレットを
もっと活用できる環境整備が求められる。
・コロナ禍を契機にICT機器の活用の重要性が高まりましたが
いっそうの充実を望みます。
・今年度はコロナウイルス感染症により、大きな影響が生じ、行
事の中止や学校生活の見直し等が続いた中、安心・安全に配
慮しながら一丸となって様々な工夫をし、可能な取組をされたと
思う。多忙でご苦労が多いと思うが先生方もご自身の心身を守
りながら学校生活を楽しめるよう、石川台中の生徒のためにご
尽力いただきたい。
 ・廊下や水回り等、きれいに清掃され、清潔で心地良さを感じら
れる。
・今年度はコロナの関係で変更・中止が多かったですが、それで
もできる範囲では一生懸命だったと思います。
・評価は４でもいいとおもいました。

4

3

・学校公開授業で生徒一人ひとりへのアプローチを大切にした
指導をされている印象をもちました。今後もこうした指導を継続
されていかれることを期待しております。
・自校の評価は妥当だと思います。生徒への一声(気配り)を感じ
ました。『そうだね、よかったよ…』
・生徒一人一人学ぶ意欲は素晴らしいと思います。生徒が自主
的に学ぶ環境を整えていただいて、何ができて何ができないか
が生徒に分からせることが大切だと感じます。
・全く問題はないと思います。
・各教科の取組により、生徒の自主的な学習態度が身につき、
生徒一人一人の学ぶ意欲を高め確かな学力が定着していくこと
を期待しています。自己評価は適切であると考えます。
・学習については今できることの最大限を活用し、努力を重ねて
こられた。自宅学習の推進が学力向上につながると思う。
・習熟度に応じたクラス分けや補習教室を設けるなど良いと思
います。
・地域教育連絡協議会にて短い授業参観でしたが、生徒たちが
授業に集中している様子、落ち着いて学習する様子が見られ
た。
・感染症対策だけでも日々大変だと察しますが、生徒一人一人
が充実した学校生活を過ごせるよう一丸となって取り組んでいる
姿勢は素晴らしい。

・数学到達度についてス
テップ学習チェックシート
の活用が定着している。
・英語、数学の補習教室
は軌道に乗っており、人
数も学期を追うごとに増え
ている。時間内の様子も
真剣さが増してきており、
生徒の自主的な学習態度
が身についてきた。学習
補助員の時数増加が望ま
れる。
・読解力向上を図るため
各教科で取組みを続けて
いる。感染症対策をしな
がらの話し合い活動が難
しかった。今後、研修会を
活用しさらに全校体制で
取り組む。
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Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

3

3

4

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習指導講師等による算数・数学・英語の
補習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

スーパーアクティブスクール校としての研究
成果を生かし、全校でスポーツ活動に取り
組む機会を設けるとともに、全教員が協力
して運営し、運動習慣の向上と健康の増進
を図る。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を行
う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。スポーツに親

しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

生徒が自己理解を深め、主体的に進路を
選択し、実現する能力を高めるため、「キャ
リアパスポート」を効果的に活用する。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、
自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校におけ
る特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

体育的行事、部活動、休み時間など様々な
機会を通して運動習慣の確立を推進する。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法につ
いて、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生徒
に対して組織的に対応する。

4

4

4

Ａ

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

4

Ｃ

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

全教科を通じて読解力の向上を図るための
指導を工夫する。

１：

60%
未
満

3

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

4

4

学校と地域の連携を図るため、学校内外の
ボランティアに積極的に参加させるよう情報
提供や呼びかけをするとともに、防災活動
拠点校として実践を踏まえた訓練を実施す
る。

4

4

２：

60%
以上

１：

60%
未満

1

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

B

4

３：

70%
以上

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

・学校だより、学年だより、保健
だよりを定期的に発行すること
ができた。学年だよりは学校生
活の様子がよくわかると保護
者からの評判も高い。HPにお
ける生徒の活動情報の公開に
関しては個人情報保護等の観
点に立ち、工夫を凝らしていく。
・学校支援地域本部の支援に
より校内緑化が推進された。
・地域主催行事の開催中止が
相次ぎ、生徒参加のボランティ
アが難しかった。状況に合わ
せ、できることについて関わっ
ていく。
・民生児童委員の方々には支
援が必要な生徒を中心に関
わっていただき、本当に感謝し
ている。実施が困難な面もある
が、可能な範囲で今後も是非
対応をお願いしたい。

・これまで積極的に実施されていた地域の方との活動ができな
い状況ですが、今後も地域と連携した教育活動を進めていただ
けることを期待しております。
・地域に開かれた学校という視点から考えるなら、地域主催行
事等特に青少年対策委員会主催の行事に積極的に参加するの
も生徒のためになると思います。今年はコロナの影響で残念で
した。
・全く問題はないと思います。
・学校便りはいつも拝見し、学校の様子が良く分かって大変あり
がたく感じております。生徒参加のボランティアは、行事の中止
により、今年度は難しかったと思いますが、身近な地域でできる
ボランティアも模索し、今後も開かれた教育の実現を目指してい
ただきたいと思います。自校の評価は適切であると考えます。
・学校支援地域本部やPTA の方々により、学校環境の向上が
進んでいると思います。
・地域住民の一人として学校、生徒への支援サポートなど考え
ていきたいと思います。
・学校通信「けやきの子」は、社会に貢献する人を育てる視点
で、中学背手として必要な事を伝えており、毎回楽しみに読ませ
ていただいている。
・学校便り、保健便りは保護者にとっても安心感を与えていると
思う。
・生徒たちは色々な不安を抱えていると思われるが、信頼できる
大人の存在が必要。
・地域としても応援させていただきたいと思う。
・OTN(お父さんネットワーク)はとても良い取組ですので今後も
続けていただきたい。
・生徒さんがとても素直できちんとされていますので、学校・家庭
がうまくいっている証しだと思います。
・４でもいいと思います。
・学校便り、いつも楽しく拝見しています。今年度はコロナの影
響もあり、学校からの情報発信がなかなか難しかったものと思
われます。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

8

2

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評価
に必要な学校の情報を適切に提供し、適正
な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基
本情報、児童・生徒の活動情報等をホーム
ページ等で公開及び更新することにより、
積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
と
も

に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を
目指します。
また、相互の
連携を深め、
子どもを育て
る仕組みを
作ります。

3

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

学校関係者記入欄

10

1

令和２年度　大田区立石川台中学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

教育目標 ：　・思考力に富む生徒　・実行力のある生徒　・情操の豊かな生徒　　を受け、「これからの社会に貢献する人間性豊かでたくましい人」を育てる
学校規模 ：　生徒数 １９９人（5月1日現在）　　学級数　６学級（１～３年各２学級）
特色ある教育活動 ：　小規模のよさを生かした落ち着いた環境での学習      小規模のよさを生かした「自覚ある生徒」を育てる学校行事
　　　　　　　　　　　　　 令和２・３年度　大田区教育委員会教育研究推進校　「読解力を向上させる指導の工夫」
　　　　　　　               スーパーアクティブスクール校（平成２８・２９・３０年度）としての研究成果を生かし、体力向上の視点に立った健康教育
　　　　　　　　　　　　　 保護者、地域、学校支援地域本部の協力を得た活動

生徒、保護者
アンケートによ
る本校の生活

満足度

生徒、保護者
による「地域に
開かれた学
校」満足度

目標に対する成果指標

２：

60%
以
上

４：

85%
以上

4

1

10

1

9

Ｂ

３：

70%
以上

２：

60%
以上

４：

85%
以
上

４：

85%
以
上

３：

70%
以
上

２：

60%
以
上

２：

60%
以上

１：

60%
未満

B

・各方面の協力により今
年度の体育的行事の実
施が可能となり、体力向
上を図ることができた。
・望ましい生活習慣につ
いての意識啓発を引き続
き行い、今後も体力向上
の視点に立った健康教育
を推進していく。
・これまでの研究成果のも
とに、コロナ禍においても
可能な計画を工夫し、全
校体制で運動習慣の向上
を図っていく。

生徒、保護者
アンケートによ
る本校の教育
環境満足度

生徒、保護者
アンケートによ

る本校の体
力・健康・安全
に関する指導

の満足度

Ａ

生徒、保護者
アンケートによ
る本校の学習

満足度

1

Ｃ

Ｄ

４：

85%
以上

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の
増

進

Ｃ

Ａ

４：

85%
以上

Ｄ

３：

70%
以上


